
気象庁作成 

2011 年３月 11 日 15 時 08 分に岩手県沖で発生した地震（MJMA7.4）について、国立研究開発法人防災科

学技術研究所の K-NET、KiK-net 及び気象庁の震度観測点の近地強震波形を利用した震源過程解析を行っ

た。 

破壊開始点は気象庁による震源の位置（N39°50.3′、E142°46.8′、深さ 32km）とした。 

断層面は、気象庁 CMT 解のうち、太平洋プレートと陸のプレートの境界に調和的な面を採用した。 

 

主な結果は以下のとおり（この解析結果は暫定であり、今後更新する可能性がある）。 

・ 主なすべりは初期破壊開始点よりも陸側の深い部分にあり、主な破壊継続時間は約 10 秒間であった。

・ 断層の大きさは長さ約 40km、幅約 45km（最大破壊伝播速度を 3.0km/s と仮定した場合）、最大のすべ

り量は約 3.5ｍ（剛性率を 57GPa と仮定した場合）。 

・ モーメントマグニチュードは 7.4 であった。 

３月 11 日 岩手県沖の地震 
－ 近地強震波形による震源過程解析（暫定）－ 

気象庁ＣＭＴ解 
解析に用いた節面を赤線で示す。 
(走向 187°, 傾斜 10°, すべり角 74°)

震源時間関数（すべりの時間分布）

Mo=1.36E+20Nm 
(Mw=7.35) 

☆は本震の破壊開始点を示す。 

は平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震以降３日以内に発生した M5.0

以上の地震の震央を示す。★は 2011 年６月 23 日に発生した M6.9 の地震の震

央を示す。解析に使用した観測点をあわせて示した（国立研究開発法人防災

科学技術研究所の K-NET（ ）、KiK-net（ ）及び気象庁震度観測点（ ））。
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断層面上でのすべり量分布 

矢印は下盤側に対する上盤側の動きを表す。
解析に用いた小断層（図の格子）は５km 間隔
である。実線は、すべり量１ｍ毎にすべり量
が等しい場所を結んだ線である。また、破線
は、すべり量が 0.5ｍの場所を結んだ線であ
る。☆は破壊開始点を示す。 

破壊開始からの時間（秒） 

地図上に投影したすべり量分布 
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更新日：2012/06/19 

    2015/12/22 



気象庁作成 

  観測波形（黒：0.02Hz-0.15Hz）と理論波形（赤）の比較 

振幅の単位は cm/s 



気象庁作成 

2011 年３月 11 日 15 時 08 分に岩手県沖で発生した地震の震源過程解析の結果について、周辺の過去の

地震の震源域との関係を示す。 

今回の地震の震源域は、平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の震源域の北西端に位置し、同地

震のすべりが小さかった場所で発生している。 

また今回の地震の震源域は、1968 年十勝沖地震や平成６年（1994 年）三陸はるか沖地震の震源域の南

西に隣接した場所に位置している。 

 

 

（参考）過去の地震の震源域との関係 

今回の地震の震源域と過去の地震の余
震分布 
 
★ ：今回の地震の震央 
★ ：平成 23 年（2011 年）東北地方太

平洋沖地震の震央 
● ：同 余震分布（３日以内、M≧5.0）
★ ：1968 年十勝沖地震の震央 
● ：同 余震分布（30 日以内、M≧5.0）
★ ：平成６年（1994 年）三陸はるか沖

地震の震央 
● ：同 余震分布（30 日以内、M≧5.0）
- - -：平成 23 年（2011 年）東北地方太

平洋沖地震のすべり分布（３ｍ毎
の等すべり線） 

 
今回の地震の震源域は、上記３地震の余
震域に隣接する場所であった。 

今回の地震の震源域と過去の地震のす
べり分布 
菊地正幸(2003)『リアルタイム地震学』、
東京大学出版会、p.146 の図に加筆 
 
★ ：今回の地震の震央 
― ：同 おもなすべり領域 
★ ：1968 年十勝沖地震の震央 
― ：同 おもなすべり領域 
★ ：平成６年（1994 年）三陸はるか沖

地震の震央 
― ：同 おもなすべり領域 
 
今回の地震の震源域（おもなすべり領
域）は、1968 年十勝沖地震や、平成６年
（1994 年）三陸はるか沖地震の震源域の
南西に隣接する場所であった。 


